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「
土
木
」
の
語
源

「
土
木
」
。
わ
れ
わ
れ
の
学
会
に
そ
の
名

を
冠
す
る
こ
の
表
記
に
つ
い
て
改
め
て
見

直
し
て
み
た
い
。
土
木
と
は
「
『
市
民
の
た

め
の
工
学
』
あ
る
い
は
『
市
民
の
文
明
的

な
暮
ら
し
の
た
め
に
、
人
間
ら
し
い
環
境

を
整
え
て
い
く
仕
事
』
」
と
定
義
さ
れ
て

い
る）

1
（

。
構
造
物
と
い
う
ハ
ー
ド
面
の
み
な

ら
ず
、
生
活
・
暮
ら
し
に
関
わ
る
ソ
フ
ト

面
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
英
語
で

は
土
木
工
学
をcivilengineering

と
表

記
す
る
。civil

は
「
市
民
の
」「
文
明
化
さ

れ
た
」
と
訳
さ
れ
て
い
る）

2
（

。
で
は
な
ぜ
日

本
で
は
、「
市
民
」
や
「
文
明
」
で
は
な
く
、

「
土
」
と
「
木
」
の
組
み
合
わ
せ
表
記
な
の

だ
ろ
う
か
？

土
木
と
い
う
言
葉
の
語
源
に
は
諸
説
あ

る
が
、「
淮え

南な
ん

子じ

」（
紀
元
前
２
世
紀
頃
）
に

記
載
の
「
築
土
構
木
」
に
語
源
を
求
め
る

考
え
方
が
あ
る）

3
（

。
築
土
構
木
と
は
、
土
を

盛
り
、
木
を
組
ん
で
人
び
と
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
す
る
こ
と
で
あ
る
。
土
と

木
に
よ
り
市
民
・
文
明
を
支
え
る
工
学
は
、

ま
さ
にcivilengineering

に
通
じ
る
。江

戸
時
代
以
前
は
「
普
請
」
が
使
わ
れ
て
い

た
よ
う
だ
が
、
明
治
新
政
府
は
職
制
と
し

て
「
土
木
司
」
を
設
置
し
、
こ
こ
か
ら
土
木

が
定
着
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る）

4
（

。

イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る

「
土
」
と
「
木
」

土
と
木
は
、鉄
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
普

土と木 
Soils and woods 
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ABSTRACT
“Civil engineering” is defi ned as the engineer-
ing for citizens or the work to provide an envi-
ronment with specifi c basic standards for peo-
ple to spend their cultural lives, by the Japan 
Society of Civil Engineers, JSCE. Although the 
term “civil” indicates “citizens” and “culture” 
in English, the Japanese word “DOBOKU” 
combines two letters of “soils” and “woods” to 
represent civil engineering. This notation is said 
to be derived from an ancient Chinese philoso-
phy that described civil engineering as ensuring 
safe human life by piling up soils and building 
with woods. Soils and woods have been widely 
used as a component of infrastructures such as 
roads, aqueducts, and ports. They contributed to 
land conservation against natural disasters and 
revitalization of regional industries since an-
cient times before steel and concrete were com-
monly used. Nowadays, soils and woods are 
remarkably evolving as infrastructure materials 
incorporating the latest modern science and 
technology. This special issue focuses on soils 
and woods, which became the origin of the Jap-
anese word for “civil engineering”, by review-
ing the historical usage applied for various pur-
poses and the progress of civil engineering 
materials and projecting future use.



家
を
形
成
し
て
い
く
過
程
で
、土
と
木
が

登
場
す
る
。大
地
の
形
を
変
え
基
盤
を
強

固
に
す
る
こ
と
で
地
形
を
整
え
た
り
、木

材
を
巧
み
に
利
用
し
水
の
流
れ
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
た
り
し
て
い
る
。イ
ン
フ
ラ
材

料
と
し
て
古
く
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
る
土

と
木
だ
が
、現
代
に
お
い
て
は
最
新
科
学

を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
目
覚
ま
し
い
進
化

を
遂
げ
、地
盤
構
造
物
の
最
適
設
計
は
飛

躍
的
に
進
み
、木
材
の
適
用
領
域
も
拡
大

し
つ
つ
あ
る
。一
方
で
土
と
木
は
地
域
産
業

の
活
性
化
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

近
世
日
本
に
お
け
る
、山
で
採
取
し
た
木

材
を
運
搬
す
る
た
め
の
水
上
交
通
網
整
備

は
、山
間
部
の
産
業
を
支
え
、流
域
開
発
に

よ
る
都
市
部
の
産
業
発
展
に
寄
与
し
た
。

本
特
集
の
構
成

本
特
集
は
土
木
の
語
源
と
な
っ
た
土
と

木
に
焦
点
を
当
て
、
歴
史
的
な
活
用
事
例

や
材
料
と
し
て
の
進
化
を
振
り
返
る
と
と

も
に
、
土
と
木
の
将
来
を
展
望
す
る
。
初

め
に
P
a
r
t
1
に
お
い
て
、
土
と
木
が

各
時
代
の
都
市
形
成
や
文
明
発
達
に
貢
献

し
て
き
た
歴
史
的
役
割
や
、
地
域
産
業
と

の
共
生
の
歴
史
に
つ
い
て
、
土
木
史
・
都

市
計
画
・
林
業
土
木
の
有
識
者
が
俯
瞰
す

る
。
次
に
P
a
r
t
2
で
は
、
土
と
木
そ
の

も
の
に
焦
点
を
当
て
、
古
代
か
ら
近
代
の

イ
ン
フ
ラ
を
対
象
に
、
考
古
学
・
歴
史
学
・

人
文
社
会
学
な
ど
の
土
木
技
術
以
外
の
第

三
者
的
な
視
点
か
ら
、
土
と
木
か
ら
成
る

構
造
物
が
人
々
の
生
活
や
地
域
社
会
に
果

た
し
て
き
た
役
割
を
概
観
す
る
。
そ
し
て

P
a
r
t
3
に
お
い
て
、
高
度
経
済
成
長
期

か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
目
覚
ま
し
い
進
化

を
遂
げ
て
き
た
材
料
と
し
て
の
発
展
や
、

将
来
の
利
活
用
を
見
据
え
た
最
先
端
技
術

を
、
最
前
線
で
活
躍
す
る
地
盤
・
木
材
工

学
者
が
紹
介
す
る
。
最
後
に
P
a
r
t
4

で
、
環
境
保
全
や
S
D
G
s
へ
の
貢
献
と

い
っ
た
現
代
社
会
が
抱
え
る
課
題
解
決

に
資
す
る
材
料
と
し
て
、
土
と
木
の
特
性

を
生
か
し
た
未
来
の
イ
ン
フ
ラ
づ
く
り
を

土
木
・
木
材
技
術
者
が
展
望
し
、
一
層
の

有
効
活
用
が
期
待
さ
れ
る
土
と
木
に
焦

点
を
当
て
た
本
特
集
の
ま
と
め
と
す
る
。

及
す
る
以
前
か
ら
、道
路
・
水
道
・
港
湾
な

ど
の
社
会
基
盤
施
設
や
、治
水
・
防
災
な

ど
の
国
土
保
全
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。そ

れ
自
身
が
自
然
を
形
成
し
、か
つ
社
会
生

活
に
必
要
不
可
欠
な
素
材
で
あ
る
。土
と

木
が
、街
づ
く
り
や
物
流
・
移
動
と
い
っ
た

社
会
の
根
幹
を
支
え
、文
明
発
達
に
大
き

く
貢
献
し
て
き
た
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い

で
あ
ろ
う
。例
え
ば
世
界
の
古
代
文
明
に

お
い
て
、大
河
の
氾
濫
を
制
御
し
都
市
国
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図1　未来の「土」と「木」

図2　 古来の「土」と「木」（5）




